
世
紀
転
換
期
に
お
け
る

　
　
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
教
養
市
民
層
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望

田

ゐ辛

男

は
　
じ
　
め
　
に

　
こ
こ
十
年
間
ほ
ど
の
西
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
に
お
け
る
ド
イ
ツ

教
育
史
研
究
は
、
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ま
で

の
制
度
史
と
理
念
史
と
い
う
両
極
に
分
岐
し
た
研
究
方
法
を
脱
し
、
社
会
史

的
・
数
量
史
的
分
析
の
道
を
た
ど
り
、
多
く
の
新
た
な
知
見
を
提
供
し
つ
つ

あ
る
。
本
ノ
ー
ト
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
な
が
ら
、
高
度
工
業

化
を
迎
え
る
世
紀
転
換
期
を
中
心
に
し
て
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
教
養
市
民
層

（
高
級
官
吏
、
弁
護
士
、
医
者
、
聖
職
者
、
大
学
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
師

な
ど
）
に
関
す
る
社
会
史
的
側
面
像
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
際
に
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
教
養
市
民
層
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
扱
か
い
、
問
題
の
所
在
を
拡
散
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
連
関
性
の

か
ぎ
り
で
論
じ
た
い
。
　
こ
の
こ
と
は
、
「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
ド
イ
ツ
教
養
市

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ

民
層
の
再
生
産
の
場
で
あ
る
」
と
い
う
一
般
的
な
い
し
通
俗
化
し
た
イ
メ
ー

ジ
に
必
ず
し
も
従
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
最
近
の
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
史
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
修
正
な
い
し
限
定
が
加

え
ら
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
い
か
な
る
問
題
状
況
に
あ
る
か
。

　
ま
ず
教
育
・
学
校
史
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
一
方
で
「
あ
る
べ

き
教
育
」
、
「
あ
る
べ
き
教
師
像
」
を
追
究
す
る
理
念
史
的
研
究
、
他
方
で
三

面
に
よ
る
教
育
政
策
を
申
心
に
し
た
政
策
・
制
度
史
的
研
究
に
両
極
化
し
、

「
社
会
の
な
か
の
教
育
・
学
校
」
と
い
う
視
点
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
総
じ
て

一
九
六
〇
年
代
中
頃
以
降
、
「
化
石
化
し
た
カ
ー
ス
ト
制
度
」
と
ま
で
断
じ

ら
れ
た
複
線
型
学
校
体
系
の
改
革
と
い
う
現
実
的
要
請
に
触
発
さ
れ
つ
つ
、

加
え
て
西
ド
イ
ツ
社
会
史
の
拾
頭
と
重
な
り
つ
つ
、
精
神
科
学
的
教
育
学
か
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ら
歴
史
科
学
的
教
育
学
へ
の
歩
み
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
史
研
究
に
つ
い
て
も
、
生
徒
の
社
会
的
出
自
、
就
学
率
・
中
途
退

学
者
の
動
向
、
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
（
大
学
進
学
資
格
）
の
取
得
者
の
比
率
や
社

会
的
出
唐
な
ど
が
究
明
さ
れ
、
社
会
的
成
層
構
造
と
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
の
関

係
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
社
会
的
職
業
構
造
の
変
化
と
の

関
係
に
も
止
目
さ
れ
、
生
徒
の
職
業
選
択
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
な
か

で
、
教
育
を
通
じ
て
の
中
・
下
層
の
社
会
的
上
昇
（
と
そ
の
限
界
）
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
役
割
も
問
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
研
究
の
進
展
の
な
か
で
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
在
学
生
は
も
と
よ

り
、
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
老
に
お
い
て
も
中
級
宮
吏
・
商
人
・
手
工
業
者
・

農
民
な
ど
の
非
教
養
市
民
層
の
子
弟
が
、
す
く
な
か
ら
ぬ
比
率
を
占
め
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
　
「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
ー
－
教
養
市
民
層
の
再
生
産
の

学
校
」
と
い
う
通
念
的
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
修
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
加
え
て

一
九
〇
一
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
基
本
的
に
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
を
独
占
し
て
き
た

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
、
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
高
等
実
科
学
校
に
も
ア

ビ
ト
ゥ
ー
ア
の
授
与
権
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
学
校
出
身
者
に
も
教
養
エ

リ
ー
ト
へ
の
道
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
る
に
要
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
つ
つ
あ
っ
た
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

の
歴
史
的
・
社
会
的
位
相
が
問
わ
れ
て
く
る
。

　
次
に
教
養
市
民
層
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
こ
こ
で
は
職
業
社
会

学
的
ア
プ
ロ
…
チ
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
英
米
系
の
近
代
化
論
に
も
と
づ

き
、
専
門
職
業
の
成
立
条
件
（
教
育
・
資
格
条
件
や
養
成
制
度
な
ど
）
の
究

明
を
行
な
う
。
そ
の
際
に
各
職
業
集
団
の
臆
体
（
た
と
え
ば
医
師
会
）
の
社

会
的
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ー
が
近
代
化
の
指
標
と
し
て
重
視
さ
れ
、
た
と
え
ば
職
業

集
団
自
身
の
手
に
な
る
資
格
試
験
制
度
の
確
立
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
見
地

か
ら
は
、
国
家
に
よ
る
資
格
試
験
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
場
合
は
、

へ
　
ぬ
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
で
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

異
常
な
展
開
ま
た
は
欠
陥
と
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
な
じ
み
が
た
い
も
の
と

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
最
近
で
は
英
米
と
ド
イ
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職
業

集
団
に
お
け
る
形
成
史
的
特
質
を
承
認
し
た
う
え
で
、
両
者
の
間
に
越
え
が

た
い
深
淵
を
設
け
る
の
で
は
な
く
、
類
型
的
特
質
と
し
て
比
較
史
的
に
把
握

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
近
代
化
論
的
な
職
業
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
、
ド
イ
ツ
教
養
市
民
層
の
研
究
に
役
立
て
る
道
が
切
り
開
か
れ
つ
つ
あ

②る
。
そ
の
際
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
教
養
市
民
層
の
教
育
資
格
1
1
国
家
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

受
験
資
格
、
す
な
わ
ち
大
学
修
学
が
教
養
市
民
層
へ
の
不
可
欠
の
参
入
条
件

と
し
て
止
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
世
紀
転
換
期
に
お
い
て
は
教
養
市
民
層

の
問
題
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
よ
る
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
独
占
と
そ
の
崩
壊
と
い

う
問
題
と
決
定
的
な
接
点
を
も
た
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
世
紀
転
換
期
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
教
養
市

民
層
に
と
っ
て
、
重
要
な
旋
回
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
社
会
史
的
側
面
像
の
動
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
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か
、
本
ノ
ー
ト
の
問
題
関
心
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

①
　
一
九
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
以
下
の
注
目
す
べ
き
三
著
作
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
れ

　
は
、
　
一
〇
富
筥
塁
詳
囚
㍉
国
こ
b
蕩
辱
§
も
執
二
三
動
画
§
§
恥
帖
§
い
蝋
二
郎
ミ
ミ
§
ミ

　
O
a
無
㌃
き
曇
。
b
爵
肉
ミ
無
馬
ミ
ミ
偽
§
偽
O
ミ
ミ
ミ
い
驚
寧
§
恥
ミ
物
娩
鼻
ミ
“
糺
a
恥
ミ
騎
－

　
欲
鴎
ミ
民
栽
ミ
O
魯
軌
ミ
ミ
ミ
煙
b
N
N
恥
N
I
』
c
Q
H
N
℃
o
Q
け
¢
簿
σ
q
9
ユ
”
H
㊤
圃
心
旧
諸
艶
｝
㊦
さ
O
．
閤
こ

　
物
。
職
ミ
無
ミ
達
悼
ミ
画
§
戚
恥
ミ
ミ
超
肋
§
ダ
試
愚
罫
ミ
軌
画
§
四
9
§
達
噛
ミ
ε
§
ミ
ミ
概
携

　
肋
ミ
ミ
窪
魯
ミ
窮
画
§
遣
．
智
潮
碁
§
ミ
ミ
さ
Ω
α
洋
貯
σ
q
O
許
H
り
刈
『
嚇
国
⑦
耳
ヨ
㊤
コ
P
¢
’

　
（
寓
話
σ
q
・
）
、
9
ミ
§
§
ミ
O
馬
防
黛
㌃
ミ
ミ
曜
帖
謹
壼
・
智
壽
さ
幅
も
噛
ミ
ミ
鳳
・
的
。
慧
黛
尉
覇
も
ミ
，

　
ら
ミ
鴨
糺
ミ
肋
ミ
ミ
加
階
§
q
ぴ
馬
騰
ミ
蝿
恕
ミ
ぴ
ミ
裳
無
傷
趣
題
ミ
溌
罫
自
渇
b
≦
δ
言
ロ
自
白

　
＼
し
ウ
器
無
一
零
S
八
○
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
の
も
の
と
し
て
は
、
函
。
℃
勺
零
、

　
『
α
H
o
び
勺
‘
切
執
ミ
§
砧
§
ミ
箆
寒
亀
田
魯
　
9
畏
ミ
葺
石
寒
早
曝
ミ
脳
箋
ミ
8
無
ミ
馬
書

　
鵠
ミ
ミ
ミ
ミ
織
ミ
ミ
遵
ミ
ミ
い
多
生
誉
ミ
ミ
切
窺
§
9
嵩
蘭
ミ
＼
＆
へ
亀
9
≦
δ
貯
7
臥
旨

　
＼
じ
導
霧
o
r
ド
リ
Q
。
9
目
鼻
巳
」
冨
9
吻
O
憶
ミ
ミ
紙
蓉
§
§
ミ
O
恥
防
ミ
㌃
さ
逐
一
ミ
§
？

．
ミ
翫
遷
’
　
」
＜
ミ
ミ
ミ
嵩
§
脚
請
轟
逡
凄
馬
　
肉
忌
S
驚
騎
鶏
壽
N
馬
愈
　
無
二
犠
亀
象
ぎ
　
O
題
馬
亀
偽
忘
息

　
§
ミ
回
覧
ミ
馬
詳
さ
ミ
ミ
§
黛
句
さ
ミ
恥
き
O
α
客
旨
σ
q
o
詳
同
㊤
Q
。
O
…
〉
℃
Φ
㌍
瓢
㍉
旨
こ

　
b
蕊
特
遷
軸
も
傍
“
ぎ
0
9
こ
ミ
N
騒
亀
ミ
起
画
鳶
§
§
勘
ミ
隠
四
、
§
ミ
馬
脳
画
ミ
駄
§
防
熱
貯
己

　
N
叱
ミ
ー
嵩
亜
門
b
譜
§
§
ミ
浮
動
執
ミ
h
ミ
恥
犠
ミ
一
着
ミ
蔑
O
隷
馬
N
鳶
§
O
ミ
暮
ミ
ミ
窮
ミ
袋
N
馬
起

　
§
ミ
罫
ミ
鴨
憾
㌣
ミ
も
焼
直
書
9
§
ミ
笥
ミ
審
ミ
竃
ミ
ミ
隷
㍗
宍
α
一
昌
＼
≦
δ
詳
お
Q
。
、
ご

　
ω
O
げ
α
鵠
。
旨
伊
ロ
円
し
¢
こ
b
騎
恥
昏
義
N
尊
嚇
δ
き
さ
職
讐
恕
富
Q
鴇
ミ
§
詮
ミ
嵩
蝋
§
恥
ミ
ミ
§
ミ

　
O
自
ミ
身
さ
ミ
、
穴
α
言
＼
≦
8
P
お
Q
。
ω
嚇
》
℃
①
r
出
㌦
旨
＼
譲
．
滴
δ
9
＄
幽
い
轟
ミ
ー

　
§
帖
券
ミ
さ
ぎ
斗
篤
蕊
需
ぎ
隠
S
三
軸
も
ミ
3
≦
o
貯
プ
鼠
ヨ
＼
切
曽
。
。
o
ご
お
。
。
①
（
資
料
集
）

　
U
三
の
び
霞
σ
q
と
ン
営
邑
Φ
⇒
を
ケ
．
…
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
し
た
調
査
報
告
書
と
し
て

　
囲
』
＝
二
讐
8
間
ご
勺
．
9
ρ
一
ζ
切
篤
ミ
ミ
硫
魯
ミ
寓
、
上
肉
ミ
恥
ミ
ミ
旨
篭
ミ
偽
孚
§
覧
、
籍
ミ

　
ご
恥
篭
、
象
も
畑
魯
ミ
蕊
の
ミ
ミ
“
謁
§
恥
宅
■
ト
ミ
ミ
N
ミ
魯
ミ
勲
切
δ
一
等
。
匡
輔
一
〇
Q
。
悼
．
ま
た

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
研
究
と
し
て
は
、
〉
一
σ
抄
写
旦
｝
・
O
■
㌧
砺
鶏
9
N
§
透
曾
ぎ
ミ

　
知
＆
ミ
ミ
§
㌧
ミ
懸
ミ
馬
ミ
O
ミ
ミ
§
§
ズ
乾
く
旨
興
。
。
o
ざ
お
Q
。
ω
■
が
あ
る
。
さ
ら
に

　
西
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
一
一
名
に
よ
る
共
同
討
議
の
成
果

　
と
し
て
竃
窪
冨
び
U
・
囚
．
＼
男
罰
貯
σ
q
O
「
＼
こ
⇔
．
臼
ヨ
O
口
（
巴
し
§
馬
達
題
庶

　
ミ
馬
㌻
ぽ
§
§
肉
§
ミ
ミ
ご
Q
、
ミ
い
営
為
§
箕
9
ミ
象
窪
黛
、
G
蕎
ミ
N
鷺
§
ミ
の
。
鼠
ミ

　
肉
馬
轟
き
園
ミ
ご
白
髭
N
O
I
遣
N
g
O
四
ヨ
σ
憎
ご
σ
q
o
¢
巳
く
巽
ω
含
冤
℃
巴
。
。
・
ρ
一
㊤
Q
。
圃
が
あ

　
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
中
等
学
校
制
度
を
中
心
に
し
て
、

世
紀
転
換
期
に
お
け
る
教
育
機
会
の
拡
大
と
選
胴
体
髄
の
統
一
的
検
討
を
比
較
史

　
的
に
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
．
以
上
の
諸
著
作
を
通
観
す
る
と
や
イ
ス
マ
ソ
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
成
立
史
を
扱
っ

　
て
い
る
の
を
除
け
ば
、
総
じ
て
工
業
化
と
の
連
関
の
も
と
に
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
構

　
造
上
の
変
化
・
転
換
を
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
三
月
前
期
を
扱
っ
て
い
る

　
も
の
と
一
九
世
紀
末
の
工
業
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
着
目
し
て
い
る
も
の
と
に
わ
か

　
れ
て
い
る
。
な
お
現
代
に
至
る
ま
で
の
通
史
と
し
て
は
い
き
畠
α
q
お
①
戸
勺
‘
的
？

　
斡
貯
尉
“
鷲
ミ
偽
ミ
恥
翫
ミ
§
謡
畑
逡
書
壽
⑦
ミ
ミ
馬
戚
ミ
q
富
さ
ミ
募
吻
弓
馬
鳶
N
”
嵩
ざ
山
ミ
。
。
℃

　
ぼ
請
N
”
賊
ミ
e
。
∴
矯
鋤
9
Ω
α
簿
貯
G
q
o
詳
お
○
。
O
＼
◎
◎
ご
囚
舞
舞
、
蜜
G
b
§
§
袋
黒
目
ぎ

　
O
憶
ミ
ミ
急
§
多
き
－
二
途
9
犀
き
謀
二
三
p
レ
画
．
し
㊤
。
。
心
．
（
望
田
他
訳
兜
ド
イ
ツ

　
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
ニ
○
○
年
史
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
多
子
、
一
九
八
六
年
）
が
あ
る
。

②
　
教
養
甫
民
層
の
研
究
と
し
て
は
、
つ
と
に
く
9
α
戸
；
σ
q
㌧
同
く
．
㌧
b
蕊
塁
蝋
ミ
馬
、
ミ
帖
、

　
ミ
象
ぎ
切
蓋
ミ
ミ
恥
急
き
閃
ミ
“
8
ミ
白
露
ミ
句
g
ミ
命
長
島
ミ
ら
ミ
馬
恥
鼠
隷
馬
飛
N
§
ミ
劃
O
α
『

「
毒
言
σ
q
①
斜
お
お
・
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
職
業
社
会
学
的
ア
プ
ロ
．
i
チ
か
ら
国
際

　
的
此
較
史
の
試
み
が
、
理
論
的
整
理
と
と
も
に
、
化
学
技
術
者
、
医
者
、
民
衆
学

　
校
教
師
（
こ
の
場
合
は
セ
ミ
専
門
職
業
と
し
て
）
な
ど
の
偶
溺
的
検
討
と
し
て
あ

　
ら
わ
れ
た
の
が
、
O
霧
“
ミ
き
鳶
ミ
ミ
O
塁
ミ
、
⇔
忘
ミ
5
q
｝
σ
q
・
甲
困
・
ω
・
勺
「
o
h
o
ω
－

　
鉱
9
叢
叢
巽
巨
α
q
旨
三
切
ε
「
ぎ
ぎ
円
勺
。
話
篤
江
ぞ
。
b
一
り
。
。
9
で
あ
る
。
こ
れ
に

　
つ
づ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
W
・
コ
ン
ツ
ェ
と
J
・
コ
ッ
カ
を
中
心
と
し
て
「
近

　
代
社
会
史
研
究
会
」
が
、
こ
こ
数
年
間
、
行
な
っ
て
き
て
い
る
「
圏
際
比
較
．
教

　
養
市
畏
層
」
の
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
一
九
八
一
年
三
月
、
八
二
年
三
月
、

　
一
〇
月
、
八
三
年
三
月
に
研
究
集
会
を
も
ち
、
そ
の
成
果
は
論
文
集
H
〈
o
。
犀
2
栖

（798）110
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＼
≦
．
O
g
N
o
（
類
湊
α
q
．
）
b
製
ミ
8
“
↓
砧
q
寒
暗
ミ
駄
§
こ
§
岩
．
旨
鳶
さ
§
概
ミ
～
。
§
畿

N
h
衷
ミ
ミ
N
簡
超
§
§
払
い
Q
ミ
、
δ
紬
婁
§
ミ
慧
ミ
N
ミ
偽
§
画
ミ
ミ
養
§
§
～
§

欝
｝
。
ミ
§
さ
§
、
6
D
ε
窪
σ
q
9
暁
び
お
q
。
伊
　
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
の

み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
、
さ
ら
に
は
ポ
…
ラ

ン
ド
や
ス
イ
ス
を
も
ふ
く
め
て
、
知
的
専
門
職
業
（
墾
職
者
、
弁
護
士
、
医
者
、

教
師
、
建
築
家
、
技
術
者
）
の
確
立
過
程
が
比
較
史
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
と
と
も
に
、
そ
も
そ
も
「
教
養
市
民
贋
切
試
一
塁
σ
q
・
・
σ
母
σ
q
雲
ε
ヨ
」
な
る
ド
イ

ツ
的
概
念
が
圏
際
比
較
の
基
準
と
し
て
適
切
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

論
議
の
紹
介
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
一
言
に
し
て
い
え
ば
経

済
布
民
膚
≦
貯
け
ω
魯
騨
障
σ
貯
σ
q
㊦
『
嘗
旨
と
区
別
さ
れ
た
存
在
と
し
て
の
教
養
宙
民

層
な
る
も
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
は
そ
れ
に
梢
当
す

る
ま
と
ま
り
あ
る
階
層
と
し
て
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し

た
論
議
の
な
か
で
「
教
養
市
民
層
と
い
う
言
葉
と
概
念
は
…
…
特
殊
ド
イ
ツ
的
で
、

す
ぐ
れ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
俵
統
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
賊
ミ
8
ω
・
ご

〉
嵩
ヨ
・
㌶
）
と
ざ
れ
、
こ
の
テ
ー
ゼ
に
飼
っ
て
、
「
教
養
市
民
層
」
の
概
念
史
を

跡
づ
け
た
の
が
国
品
。
＝
崔
乙
戸
O
‘
切
禽
糺
画
ミ
茜
＆
鵠
甫
ミ
馬
§
導
切
轟
憶
§
－
画
ミ
翫

b
轟
ミ
ミ
鷺
恕
ミ
忌
鷺
驚
噛
§
輿
簿
ミ
§
㌧
ω
ε
窪
α
q
帥
『
ρ
一
㊤
G
。
①
．
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
動
向
の
な
か
で
教
養
市
民
層
の
個
別
研
究
も
著
作
と
し
て
あ
ら
わ
れ
は
じ
め

て
い
る
。
た
と
え
ば
医
者
に
つ
い
て
は
譲
賃
①
身
㊤
ヨ
㍗
O
こ
b
ミ
誉
盲
賦
轟
翫
ミ

抵
遷
鷺
凡
§
N
や
腎
凄
さ
§
翫
ミ
き
O
黛
自
嵩
σ
q
o
P
一
〇
。
。
伊
が
、
中
等
教
員
に
つ
い
て

ピ
雪
ぎ
。
ダ
笛
－
P
b
む
㌧
。
ミ
き
§
吻
勺
ミ
N
魂
ミ
ミ
ミ
昏
職
ミ
湧
§
い
b
馬
ミ
い
暮
§

沁
職
さ
ミ
ミ
§
」
）
§
ミ
馬
Q
贈
き
勘
ミ
ミ
ミ
亀
ミ
§
§
蹟
§
壕
ミ
讐
馬
ミ
茎
野
斜
鼻
－

貯
寡
費
鼠
‘
這
Q
。
9
が
あ
る
。
な
お
教
員
社
会
史
の
通
史
と
し
て
は
こ
d
O
三
＝
σ
q
℃

汐
蟄
無
へ
骨
§
ミ
ミ
鳶
駄
ミ
枇
Q
ミ
§
ミ
ト
ミ
桑
津
見
増
胆
＄
ミ
ミ
鼻
ぎ
鵠
嵩
8

ミ
q
鍵
ミ
O
薦
ミ
ミ
自
ミ
、
O
α
穽
貯
σ
q
o
P
一
⑩
Q
◎
ω
．
（
望
田
・
対
馬
・
里
｛
田
訳
『
歴
押
入
の

な
か
の
曲
師
た
ち
ー
ド
イ
ツ
教
員
社
会
史
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
　
　
九
八
七

年
）
が
あ
る
。

一
　
ギ
ム
ナ
ウ
ジ
ム
生
徒
の
社
会
構
成

　
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
論
じ
よ
う
と
す
る
と
き
、
九
年
忌
中
等
学
校
の
三
系
列

に
つ
い
て
触
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
三
系
列
の
中
等
学
校
に
お
け
る
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

内
容
の
特
質
は
、
第
1
表
に
見
る
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
語
・
ギ
ジ
シ
ア
語
と
数

学
・
自
然
科
学
に
お
い
て
き
わ
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
古

典
語
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
、
高
等
実
科
学
校
（
○
び
Φ
旨
Φ
巴
ω
。
げ
巳
Φ
）
は
実

学
中
心
で
あ
り
、
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
図
①
鉱
σ
Q
団
諺
舞
ω
冨
営
）
は
前
二
者

の
中
間
形
態
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得

者
が
、
一
八
世
紀
宋
／
一
九
世
紀
初
頭
以
来
、
総
合
大
学
の
す
べ
て
の
学
部

へ
の
入
学
権
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
卒
業
生

第1表　三系列中等学校のカリキ
　　　　ュラム　　　　（1901年）

　（数字は9年間の週時間の合計）

高等実
科学校

実科
ギムナ
ジウム

ギムナ
ジウム

課目

19

O
0
3
4
2
5
4
7
4
7
3
6
1
8
1
4
2
0

19

S9

O
2
8
1
8
2
9
4
2
2
9
1
7
1
1
2
0

19

U8

R6

Q6

O
2
0
3
4
1
8
1
7
9
1
2

教
語
語
語
語
語
学
学
史
理
ど

蕩
ρ
”
糊
鋤

幽爪

宴
M
ド
英
フ
数
自
歴
地
用

260262259計

111　（799）



第2衷（a）ミンデソ・ギムナジウム生徒の社会構成　（％）

実数
（人）

34

飢
鰻
㎜
お
鵬
㎜
姻
鯉
娼
4
u
5
3
覗
4

1830
1905

”
器
a
の
侃
錦
肌
＆
石
玲
α
ユ
舵
肥
α
5
％
器
肥

　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
3

100 2，117

年次 1830一 1875一 1895一

父親の職業
1850 1885 1905

・脊土地繊塵者
3．8 0．8 0．7

2大ブルジコア 1．6 4．0 3．1

3高級官吏 18．0 ＆6 9．7

4将　　　校 7．2 3．8 7．3

5自　由　業 4．4 3．4 4．0

6濃　　　民 25 65 6．0

7自　営　業 4．7 10．9 9．6

8中小商入 19．5 25．4 20．8

9中級官吏 29．2 27．8 33．1

10中級職員 1．5 3．0 2．1

11下士官 0．3 0．1 0．3

12不熟練労働者 0．9 0．1 0．5

13熟練労働者 2．8 3．1 1．6

14下級の官吏・職員 3．4 2．G 1．2

15兵　　　士 0．1 0．4 0

い・・ 11・・ i1・・

は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
一
八
七
〇
年
か
ら
数
学
・
自
然
科
学
・
現
代
語
の
コ

ー
ス
、
つ
ま
り
哲
学
部
へ
の
入
学
権
だ
け
を
認
め
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
高

等
実
科
学
校
の
卒
業
生
は
、
九
一
年
か
ら
数
学
・
自
然
科
学
コ
ー
ス
へ
の
進

学
を
許
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
後
二
者
は
、
い
わ
ば
教
養
市
民
へ
の

道
の
三
基
本
学
部
（
神
・
法
・
医
）
か
ら
は
排
除
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
、
古
典
語
修
得
の
有
無
と
程
度
と
い
う
教
育
的
文
化
的
指
標
に
よ
っ
て
、

（90）

1830－
1905

第2表（b）

1895－
19e5

1875－
1885

183e－
185e

68．0

5．4

7L9

3．3

73．7

5，6

57．7

7．2

層
層

間
中
下

古
典
語
は
ド
イ
ツ
文
化
の
根
源
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
た
。

実
生
活
に
役
立
つ
自
然
科
学
・
数
学
・
現
代
語
は
、
人
間
形
成
力
を
欠
く
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
教
師
力
1
ル
・
ヒ
ル
ツ
ェ

ル
は
『
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
教
授
論
』
（
一
八
七
六
）
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
。

「
数
学
や
自
然
科
学
は
、
そ
れ
ら
が
現
代
科
学
で
あ
る
こ
と
は
別
と
し
て
、

け
っ
し
て
一
般
教
養
を
も
た
ら
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
こ
れ
ら
の
学

問
の
知
識
は
、
教
養
人
に
と
っ
て
は
装
飾
的
な
も
の
、
後
光
の
よ
う
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
あ
り
、
教
養
の
不
可
欠
の
条
件
と
は
な
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
」
。

　
こ
の
よ
う
に
古
典
語
と
い
う
「
死
せ
る
言
語
」
の
学
習
を
基
調
と
す
る
ギ

ム
ナ
ジ
ウ
ム
こ
そ
が
エ
リ
ー
ト
の
学
校
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

資
格
社
会
に
お
け
る
ラ
ン
ク
付
け
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
一
九
世
紀
に
お
い
て
も
古
典
語
は
、
　
「
学
者
と

官
吏
の
言
語
」
と
し
て
、
教
養
エ
リ
ー
ト
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ギ
ジ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の

古
典
文
化
の
修
得
を
通
じ
て
、
人
間
性
を
陶
冶
す

る
一
般
的
人
間
教
育
の
キ
イ
・
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ

て
い
た
。
し
か
も
そ
れ
は
文
法
的
訓
練
を
基
調
と

し
、
形
式
的
思
考
力
や
概
念
操
作
を
鍛
練
す
る
最

良
の
場
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
世
紀
末
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
か
え
れ
ば

112　（800）



世紀転換期におけるギムナジウムと教養市畏層（望田）

た
人
文
的
教
養
主
義
の
論
理
は
、
古
典
語
文
化
の
家
庭
的
雰
囲
気
を
も
つ
教

養
市
民
層
と
い
う
社
会
的
支
え
を
も
っ
て
い
た
。
い
い
か
え
れ
ば
日
常
生
活

の
な
か
で
古
典
語
と
は
ま
っ
た
く
疎
遠
な
階
層
－
商
工
業
者
、
農
民
、
労

働
者
な
ど
一
を
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
か
ら
遮
断
す
る
論
理
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
論
理
に
は
、
「
異
な
る
階
層
に
は
異
な
る
学
校
を
」
と
い
う
原
理
的

見
地
が
根
底
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
下
層
民
衆
は
、
民
衆
学
校
八
年
間
の
就

学
だ
け
で
、
せ
い
ぜ
い
職
業
学
校
に
行
く
程
度
で
よ
く
、
商
工
業
な
ど
実
業

第3表（a） ホルツミンデン・ギムナジウム生
徒の面会構成　　　　　　　　　（％）

に
た
ず
さ
わ
る
も
の
は
実
科
系
中
等
学
校
に
、
そ
し
て
官
瞭
・
聖
職
者
・
学

者
・
医
者
を
中
心
に
し
た
教
養
市
民
層
は
、
支
配
エ
リ
ー
ト
の
養
成
コ
ー
ス

ー
ー
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
・
総
合
大
学
へ
の
道
を
歩
む
も
の
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
政
治
的
・
社
会
的
成
層
構
造
と
教
育
に
お
け
る
選
別

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
が
二
重
映
し
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
問
わ
れ
る
べ
ぎ
問
題
は
、
そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
が
、
そ
の
教
育
理
念
通
り
に
現
実
に
も
「
教
養
市
民
層
の
学
校
」

年次 1856一 1871一 1886一 1856一

父親の職業
1870 1885 1900 1900

1三級官葺 8．1 5．6 a1 5．3

2中等・大学教師 1．8 1．8 2．5 2．0

3聖　職　者 11．6 8．0 3．7 7．8

4医　　　者 4．7 2．3 2．1 3．0

・饗麟家 5．1 4．0 6．0 4．9

6将　　　校 工．2 1．1 0．2 0．9

7中・下級官吏 25．4 22．4 22．1 233

8民衆学校教師 6．5 5．9 11．1 7．7

・奮土地堕者 3．1 22 2．3 a5

10農　　　民 4ユ 6．4 8．4 6．3

11工　場　主 2．9 ま5 乳2 4．5

12繍会、
『

0．2 0．4 0．1

13商人，宿屋主人 14．0 19．6 192 17．7

14職　　　員 02 1．6 3．1 1．6

15手工業者 6．5 駄6 7．0 7．9

16熟練労働者’ 0．2 1ユ 1．2 0．9

・7霧懲労騨 0．6 0．5 02 0．4

18そ　の　他 2．6 a3 1．0 島0

不明・無職 L4 L9 0．2 1．2

計
508（名）100．0 624

P00．O

485
P00の

1，617

P0G．0

で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
2
表

③㈲
を
見
よ
う
。
こ
こ
か
ら
中
間
層
（
6
・
7
・
8
・
9

・
1
0
・
1
1
）
と
下
層
（
1
2
・
1
3
・
1
4
・
1
5
）
を
そ
れ
ぞ

れ
合
算
す
る
と
第
2
表
⑥
が
え
ら
れ
る
。
北
ド
イ
ツ
の

中
都
市
ミ
ン
デ
ン
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
、
明
ら
か
に
一

方
で
下
層
民
衆
を
遮
断
し
つ
つ
、
他
方
で
非
教
養
的
・

非
エ
リ
ー
ト
的
な
中
間
層
の
優
位
と
い
う
社
会
構
成
を

な
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
り
う
る
。
ま
た
西
部
ド
イ

ツ
の
ホ
ル
ツ
ミ
ン
デ
ン
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
場
合
（
第

　
　
④

3
表
㈲
）
に
つ
い
て
、
申
間
層
（
7
・
8
・
1
0
・
1
3
・

14

E
1
5
）
と
下
層
（
1
6
・
1
7
）
の
比
率
を
計
算
す
れ
ば
、

第
3
表
㈲
が
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
第
2
表
㈲
の
場
合

と
同
様
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ル
ー
ル
地
域
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第3表（b）

1856－
1900

64．5

1．3

工856－

P87G
1871－
P885

1886－
P900

中問層

ｺ　暦

56．7

O．8

66．5

P．6。

70．9

P．4

第4表 デュイスブルク・ギムナジウム生徒の社会構成
　　　　　　　　　　　　　　　　　（90）

1875－1900

最上級生｝最下級生

1830－1875

最上級生1最下級生

1
／
i
7

　’1

　6

34

32

　8

！
8
i

｛
｝
四

Zll／63

ifi，／20

　4

　6

30

22

　3

／
6
5

i
・
l
！
4
，

　
　
5
1

F
D
　
　
9
臼
　
5
　
　
8
　
　
1

　
　
2
　
　
窄
⊥

Si’一5
　
9

－
　
　
　
ρ
0
　
　
2

　1

10

　3

］
i
4

　
3【

　
2
1 90 201199 326

父親の職業＼
・査土地堕者

2大ブルジョア

3高級官吏

4将　　校

5自　由業

6農　　民
7手工業自営業者

8中小商人

9中級官吏
10中級職員

・・灘簾

12熟練労働者

13不熟練労働者

生徒総数

の
工
業
都
市
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
見
て
も
（
第
4

⑤表
）
、
同
様
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
以
上
の
三
つ
の
事
例
に
お
け

る
特
徴
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
世
紀
転
換
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
よ
り
明

白
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
「
中
間
層
優
位
の
学
校
」
だ

と
し
て
も
、
第
4
表
に
見
る
よ
う
に
最
上
級
生
と
最
下
級
生
と
の
間
に
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
社
会
構
成
に
お
い
て
す
く
な
か
ら
ず
ズ
レ
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
中
途
退

屈
、
工
場
主
、
r
商
人
・
宿
屋
主
人
、
実
写
業
者
で
あ
る
。

ま
わ
っ
て
い
る
の
は
、
教
養
市
民
層
以
外
で
は
民
衆
学
校
教
師
と
農
民
で
あ

り
、
下
ま
わ
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
中
・
下
級
官
吏
と
商
工
業
従
事
者
が

目
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
退
老
た
ち
が
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
、
こ
の
問

い
に
は
第
5
表
か
ら
は
回
容
し
え
な
い
。
た
だ
し
一
般
的
に
は
以
下
の
諸
点

が
中
途
退
学
の
理
由
と
し
て
詣
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
初
か
ら
ア
ビ

ト
ゥ
ー
ア
を
取
得
す
る
つ
も
り
も
な
く
入
学
し
、
実
業
に
つ
き
う
る
年
齢
ま

学
者
、
あ
る
い
は
い
わ
ゆ
る
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
に

起
因
し
て
い
る
。
第
3
表
と
同
じ
ホ
ル
ツ
ミ
ン
デ

ン
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
第
5
表
に
よ
れ
ば
、
r

プ
　
リ
　
　
　
マ

最
上
級
生
に
ま
で
達
し
た
も
の
は
全
体
の
三
八
・

　
　
　
　
　
⑥

四
％
に
す
ぎ
な
い
。
父
親
の
職
業
別
に
見
て
み
る

と
（
そ
の
際
、
実
数
が
す
く
な
い
も
の
は
比
率
関

係
を
見
て
も
真
実
味
に
乏
し
い
の
で
検
討
対
象
か

ら
は
ず
す
）
、
最
上
級
学
年
に
ま
で
達
し
て
い
る

も
の
の
比
率
が
平
均
（
三
八
・
四
％
）
を
上
ま
わ

っ
て
い
る
の
は
、
高
級
官
吏
・
検
事
、
大
学
・
中

等
教
員
聖
職
者
、
医
者
、
民
衆
学
校
教
師
、
農
民

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
平
均
を
下
ま
わ
っ
て
い

る
も
の
は
、
技
師
な
ど
の
自
由
業
、
中
・
下
級
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
り
平
均
を
上
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第5表　ホルツミンデソ・ギムナジウム中退考の社会構成

　　（1856－1900）　（90）

父親の職業

弊

1嚢雛轟

2中等・大学教師

3聖職者
4医　者
・饗自注家

6将　校
7中・下級官吏

眠衆学校教師

・奮土地堕者

10農　 罠

11X揚主
12大商人・銀行家

13商人・宿屋主人

14職　 員

15手工業者
16熟練労働者

・7黍狸婆四葉者

18年金生活者

1

2．3

訂
【
蛇

7．5

7
9
聞

ハ
0
0
07．3

王．0

6．9

7．4

23．1

1LO

42．9

14．3

2

5．8

2
4
1

6
。
2
。
2
7．5

2．1

13．3

5．7

2．4

4．9

11．1

1L9

15．4

14．2

7．1

12．5

3

7．0

1
1
2

0
0
7
だ
Q
15．0

14．3

1L2

7．3

14．6

8．8

11．1

13．6

11．5

9．4

14．3

14．3

9．4

4・5

IL6

18．8

14．2

12．5

15．0

1
8
7

7
7
3

　
1
17．3
15．7

22．2

33．3

16．4

15．4

18．9

14．3

25．0

6・7

29．1

18．8

Z2．5

16．7

18．7

42．9

21．5

工6．9

22．0

20．6

18．1

21．0

19．2

13．4

7，1

28．6

15．6

8・9

44．2

50．0

63．8

58．3

36．3

28．6

29．5

53．2

46．4

49．0

3e．6

66．7

29．7

15．4

33．1

14．3

42．8

37．5

計

％（実数）

100　（86）

100　（32）

100（127）

100　（48）

100　（80）

100　（14）

100（376）

100（124）

100　（41）

100（102）

100　（72）

100　（3）

100（286）

IOO　（26）

10e（127）

100　（14）

100　（7）

100　（32）

計

pt，’Y，’i501i6一，　L？．pspt．！su．　i．．一lt・ggzsg7

％｝…19・・い・矧・団・9・・1…1…

で
、
あ
る
い
は
義
務
就
学
期
間
（
八
年
間
）
を
終
了
す
る
ま
で
在
学
す
る
も

の
が
あ
っ
た
。
こ
と
に
近
く
に
実
科
系
学
校
が
な
い
た
め
に
（
プ
ロ
イ
セ
ン

で
い
え
ば
一
八
九
〇
年
に
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
以
外
に
中
等
学
校
が
存
在
し
な
い

小
都
市
が
一
七
一
も
あ
っ
た
）
、
と
り
あ
え
ず
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
在
学
す
る

も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
六
・
七
年
生
で
中
途
退
学
老
二
〇
％
弱
と
い
う
最
高

は
、
一
年
志
願
兵
資
格
と
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
と
考
え

　
　
　
　
　
ゼ
ク
ソ
ダ
　

兵
資
格
は
、
六
学
年
在
学
証
明
書
に
よ
っ
て
あ
た
え
ら

将
校
の
肩
書
を
あ
た
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で

願
兵
資
格
は
、
擬
似
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
的
機
能
を
も
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

会
的
効
用
も
も
っ
て
い
た
。

　
こ
の
点
で
示
唆
的
な
の
は
カ
ッ
セ
ル
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
に
お
け
る
中
途
退
学
者
の
後
年
の
職
業
分
布
（
第
6

⑧表
）
で
あ
る
。
た
と
え
ば
第
六
学
年
ま
で
の
中
・
下
級

学
年
で
の
退
学
者
の
な
か
で
、
商
人
コ
ー
ス
が
高
率
を

示
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
退
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

の
存
在
が
、
在
学
生
と
最
高
学
年
と
の
社
会
構
成
に
ズ

カ

レ
を
生
じ
さ
せ
、
第
4
・
5
表
か
ら
推
察
で
き
る
よ
う

に
、
最
高
学
年
の
ほ
う
が
、
教
養
市
民
層
の
比
率
を
高

く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
、
在
学
生
の
社
会
構
成

か
ら
見
て
も
、
ま
た
多
く
の
生
徒
の
就
学
目
的
か
ら
見

て
も
、
揚
げ
ら
れ
て
い
た
教
育
理
念
通
り
の
「
教
養
市

民
層
の
学
校
」
と
は
い
い
が
た
い
。
す
く
な
く
と
も
H

…
U
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
が
い
う
よ
う
に
「
こ
れ
ら
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
生
徒
の
圧
倒
的
多
数
は
、
教
養
市
民
層
や
宮
僚

率
を
示
し
て
い
る
の
は
、

ら
れ
る
。
一
年
志
願
兵
換

れ
、
そ
れ
は
予
備
役
将
繕

あ
る
。
こ
の
ヅ
年
志
願
己

就
職
に
際
し
て
の
社
会
晶
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　第6表中途退学者の職業選択
（工875／78，カッセル・ギムナジウム）

　　　　　　　　　　　　　　　（90）

中退年次
後年の 1－3 4－6 7－9

職業

1大学卒官吏 4．4 8．3 63．9

2医者・弁護士 0 41 5．0

3薬剤士 1．1 7．1 0

4将　　校 12．9 9．5 7．3

5技術官吏 a2 4．7 8．9

6下級の官吏・職員 0 1．8 L1

7民衆学校教師 0 0 1．8

8工揚　主 1．1 0．6 1．1

9建築家 0 0．6 0

ユ0商　　入 25．8 26．1 4．4

11手工業者 L1 2．8 0．6

12農　　　毘 2．2 4．0 0

13死　　　亡 3．2 3．4 2．2

14そ　の　他 34．1 14．7 0．5

15不　　　明 11．9 12．3 3．2

計（実数） Ig31 ・69｝ 180

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

層
の
出
身
で
あ
っ
た
」
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
に
は
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
↓

大
学
…
教
養
市
民
と
い
う
コ
ー
ス
を
、
当
初
か
ら
志
し
て
い
な
い
非
教
養
市

民
出
身
の
生
徒
も
多
数
在
学
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
全
国
民
に
開
放
さ
れ
た
「
国
民
的
学
校
」
で
あ
っ
た

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
労
働
者
な
ど
の
下
層
民
衆
の
子
弟
が
ほ
と

ん
ど
進
学
し
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
就
学
率
そ
の
も
の
が
き
わ
め
て

低
率
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
へ
の
就
学
率
は
、
一
九
世
紀

を
通
じ
て
同
一
年
齢
層
の
二
％
台
を
こ
え
て
い
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
「
針
の

穴
」
税
度
の
就
学
率
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
国
察
的
学
校

と
し
て
の
開
放
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
は
一
九
七
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
低
い
就
学
率
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
い
う
学
校
制
度

そ
の
も
の
が
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
帝
政
ド
イ
ツ
の
社
会
的
成
層
構

造
の
硬
直
性
を
基
本
的
原
因
と
し
つ
つ
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
に
お
け
る
教
育
の
理
念
と
内
容
が
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
意

味
で
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
、
教
育
の
理
念
と
内
容
の
面
で
教
養
エ
リ
ー
ト
の
養

成
機
関
と
い
う
性
格
と
と
も
に
、
社
会
構
成
顧
で
中
間
層
優
位
の
学
校
と
い

う
性
格
を
も
あ
わ
せ
も
つ
複
合
的
な
社
会
的
機
能
を
果
し
て
い
た
、
と
い
え

よ
う
。

　
①
　
客
監
①
ご
§
・
ミ
・
、
o
。
・
ま
h
・
　
一
九
世
紀
初
頭
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
は
新
人
文

　
　
主
義
的
立
場
か
ら
ギ
リ
シ
ア
語
も
重
視
さ
れ
、
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ア
語
の
比
率

　
　
は
は
一
・
五
対
一
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
政
治
的
反
動
と
と
も
に
、
異
教
的
ギ

　
　
リ
シ
ァ
精
神
の
抑
制
と
キ
リ
ス
ト
教
の
重
視
に
よ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
序
列
の
下

　
　
位
に
あ
っ
た
宗
教
が
筆
頭
科
目
と
な
り
（
一
八
五
六
年
）
、
ラ
テ
ン
語
の
比
重
が

　
　
高
ま
り
、
第
1
表
で
は
一
・
九
対
一
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
囚
。
℃
℃
窪
ザ
α
断
。
が
愚
・
ミ
・
・
o
α
・
置
り
・
こ
の
「
一
般
教
養
」
の
社
会
的
意
味
に

　
　
つ
い
て
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
『
二
日
』

　
　
の
相
違
は
、
－
こ
の
事
態
を
ど
ん
な
に
遺
憾
に
思
お
う
と
も
一
心
の
な
か
で

　
　
も
っ
と
も
強
力
に
作
用
す
る
社
会
的
制
約
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ド
イ
ツ

　
　
で
は
そ
う
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
い
つ
さ
い
の
特
権
的
地
位
は
、
公
務
の
内
外
を

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ぬ

　
　
問
わ
ず
専
門
知
識
の
資
格
と
結
び
つ
い
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
と
に
三
般

　
　
で
　
　
へ

　
　
教
養
』
の
資
格
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
学
校
制
度
と
大
学
制
度
は
こ
う
し
た
資
格

　
　
を
獲
得
ざ
せ
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
」
（
『
政
治
論
集
』
1
、
み
す
ず
書
房
、
　
一

　
　
九
三
二
）

　
③
い
旨
£
噌
8
p
o
け
鉾
㌔
ミ
ミ
楠
§
恥
＆
ミ
ミ
喧
ミ
鱗
燗
9
房
ε
＆
o
竃
営
α
㊦
p
ω
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一
N
　
数
燈
史
的
研
究
は
、
現
状
で
は
地
域
的
に
も
時
期
的
に
も
限
定
さ
れ
た
個
別

　
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
段
階
で
、
全
ド
イ
ツ
的
・
全
時
期
的
に
網
羅
さ
れ
て
は

　
お
ら
ず
、
空
白
部
分
が
多
い
。

④
　
ω
9
曾
。
日
工
望
愚
、
鼠
計
o
O
．
一
Q
。
『
■

⑤
ピ
毒
£
巴
8
戸
①
け
ρ
r
豊
ミ
一
§
翰
富
§
譜
§
魍
男
甲
一
響
琶
8
U
巳
ω
9
蹟
・

（90）

18851865

6．8

14．3

77．O

O．8

1．3

5．0

19．0

71．2

LO

2．6

1，176 2，471

有産市畏層

教養市民層

中間層
下　　層
その他・不明

実数（人）

た
だ
し
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
で
は
一
八

七
五
年
ま
で
は
実
科
コ
ー
ス
が
併
設

さ
れ
て
い
た
の
で
、
時
系
列
上
の
比

較
は
い
ま
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
南
独
バ
ー
デ
ソ
邦
の
八
校
に
つ
い

て
整
理
・
分
類
す
れ
ば
上
表
の
通
り

で
あ
る
（
隅
。
℃
℃
雪
7
α
冷
さ
。
》
ミ
．
”

ω
．
漣
①
よ
り
作
成
）
。

⑥
ω
。
7
9
㊦
旨
穿
。
き
’
§
．
主
計
の
幽
一
◎
。
P
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
一
八
七
〇
年
に
ギ
ム

　
ナ
ジ
ウ
ム
在
学
生
六
万
三
〇
〇
〇
人
（
一
学
年
平
均
七
〇
〇
〇
人
）
に
対
し
て
卒

　
業
生
は
三
一
六
八
人
で
あ
っ
た
。
　
一
八
八
○
年
に
は
在
学
生
州
万
両
〇
〇
〇
人

　
（
｛
学
年
平
均
八
七
七
八
人
）
に
対
し
て
卒
業
生
は
二
四
八
○
人
に
す
ぎ
な
か
っ

　
た
。

⑦
｝
年
志
願
兵
資
絡
に
つ
い
て
は
拙
著
『
軍
服
を
着
る
市
民
た
ち
ー
ド
イ
ッ
軍

　
園
罪
土
義
の
社
会
史
…
』
（
右
μ
斐
閣
、
　
一
九
入
三
）
3
章
4
を
参
照
。

⑧
H
（
o
℃
℃
9
げ
窯
興
言
噛
ミ
‘
ω
幽
b
。
Q
。
。
。
．

⑨
H
I
U
・
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
『
ド
イ
ツ
一
撃
～
八
七
　
1
一
九
一
八
年
』
（
大
野

　
・
肥
前
訳
、
未
来
社
、
一
九
八
三
）
一
八
九
ペ
ー
ジ
。

ニ
　
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
社
会
構
成

　
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
教
育
の
理
念
と
内
容
の
面
で
「
教
養
市
民
の
養
成
学

校
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
支
え
て
い
た
制
度
的
支
柱
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
（
卒
業
試
験
合
格
一
大
学
入
学
権
）
の
授
与
権
を
基

本
的
に
独
占
し
て
い
た
、
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
同
時
に
教
養
市
民
層
の
社
会
的
側
面
像
を

照
射
す
る
た
め
に
も
、
在
学
生
だ
け
で
な
く
、
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
社

会
身
方
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
前
節
で
中
途
退
学
者
が
多
数
（
約
三
分
の
二
）
存
在
し
て
い
る
こ
と
と
関

第7褒プロイセン・アビトゥーア取得者
　　　　の社会構成（1789－1807）　（％）

：一il一！一．i　，，．，官吏・医者・将校
大学教授

聖職者

ア
カ
デ
ミ
カ
ー

商人・工場主 6．3

手工籍・初騨鰍馳どi・9・5

大土地所有者 1．7

一｝1・…（・，591人）
連
し
て
、
最
高
学
年
で
は
在
学

生
全
体
よ
り
も
、
そ
の
社
会
構

成
に
お
い
て
教
養
市
民
層
の
比

率
の
古
同
さ
が
推
測
さ
れ
た
。
た

し
か
に
工
業
化
が
開
始
さ
れ
る

以
前
に
は
、
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取

得
者
群
に
お
け
る
教
養
市
昆
層

の
優
越
は
決
定
的
で
あ
っ
た
。

K
I
E
・
ヤ
イ
ス
マ
ソ
は
『
ギ

ム
ナ
ジ
ウ
ム
成
立
史
』
に
お
い

ユ17 （805）
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て
、
二
九
校
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
・
教
養
学
校
（
O
①
一
①
】
P
曲
げ
Φ
口
ω
O
｝
μ
q
一
〇
）
の
ア

ど
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
一
五
九
一
名
に
つ
い
て
そ
の
社
会
構
成
を
明
ら
か
に
し

　
　
　
①

て
い
る
が
、
そ
れ
を
整
理
す
れ
ば
第
7
表
に
な
る
。
つ
ま
り
一
九
世
紀
初
頭

に
は
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
大
半
は
ア
カ
デ
ミ
カ
ー
、
す
な
わ
ち
教
養
市

民
層
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。
だ
が
工
業
化
の
進
展
の
な
か
で
、
と
く
に
世
紀

転
換
期
に
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
②

　
第
8
表
は
、
D
・
K
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
る
詳
細
な
調
査
を
再
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
八
○
年
代
に
始
ま
っ
た
学
校
数
・
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取

得
者
数
の
増
大
と
と
も
に
、
教
養
市
民
層
の
比
重
の
低
下
、
中
間
層
の
比
率

の
上
昇
と
い
う
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
前
節
に
お
い
て
在
学
者
の
社
会

構
成
を
考
察
し
た
際
に
「
中
間
層
の
優
位
」
を
指
摘
し
た
が
、
世
紀
末
か
ら

は
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
に
お
い
て
も
、
在
学
生
の
場
合
ほ
ど
で
は
な
い
に

し
て
も
、
中
間
層
優
位
の
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
よ
う
な
大
都
市
だ
け
で
な
く
、
第
9

③表
に
示
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
邦
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
た
だ
し
、

こ
の
統
計
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
三
校
と
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
一
校
と
に
お
け
る

ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
を
合
算
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
q
．



世紀転換期におけるギムナジウムと教養市民層（望国）

　
と
こ
ろ
で
世
紀
転
換
期
に
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
問
題
に
大
き
い
変
化
が
生
じ
た
。

一
八
七
〇
年
に
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
は
総
合
大
学
の
数
学
・
自
然
科
学
・

現
代
語
の
コ
ー
ス
、
つ
ま
り
哲
学
部
へ
の
入
学
権
が
、
九
一
年
に
は
高
等
実

科
学
校
に
数
学
・
自
然
科
学
の
コ
…
ス
へ
の
入
学
権
が
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
試

験
合
格
者
に
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
教
養
市
罠
層
の
三
つ
の
基
幹
部
分
を
な

す
法
律
家
・
聖
職
者
・
医
者
へ
の
道
、
す
な
わ
ち
法
・
神
・
医
三
学
部
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

入
学
権
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
独
占
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
〇
一
年
か
ら
、
つ
い
に
三
系
列
の
中
等
学
校
に
同
権
的
に
す

べ
て
の
大
学
学
部
の
門
戸
が
開
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
基
本
的
に
慮
、

第9表 ブラウンシュヴァイクの中等学校
アビトゥーア取得者の社会構成

計
1906
1911

Z896
1900

1886
1890

13．3

26．4

59．5

0．8

12．9

28．5

58．1

0．5

12．3

2Z3

60．O

O．4

15．7

20．6

61．7

2．0

有産市民層

教養三乗馨

中　間　食

下　　　層

実数（人） 300　1　487　1　629　i　1．416

高
度
工
業
化
に
と
も
な
う
実
学
重
視

の
流
れ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
た
ん
に
中
等
教
育
問
題
に
と
ど

ま
ら
ず
、
そ
の
論
争
舞
台
に
は
皇
帝

や
政
府
は
も
と
よ
り
、
法
律
家
、
医

者
、
技
師
、
大
学
・
中
等
教
員
、
そ

し
て
工
業
家
や
軍
人
、
は
て
は
ニ
ー

チ
ェ
か
ら
ク
ル
ッ
プ
に
至
る
人
び
と

が
登
場
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
問
題

は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
化
と
社
会
の

未
来
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
っ
た
。
∴
以

下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
若
午
、
立
ち
入
っ
て
お
こ
う
。

　
中
学
教
育
問
題
を
め
ぐ
る
中
心
的
論
争
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ギ
ム
ナ
ジ

ウ
ム
に
お
け
る
古
典
語
中
心
教
育
と
と
も
に
、
大
学
進
学
に
あ
た
っ
て
の
ギ

ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
決
定
的
優
位
、
こ
の
二
点
に
む
け
て
放
た
れ
た
批
判
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
打
開
策
が
提
示
さ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
の
方
向
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
古
典
語
の

軽
減
と
実
学
の
比
重
増
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
向
の
な
か
に
は
二
つ
の
流
れ

が
あ
っ
た
。
一
つ
は
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
に
代
弁
さ
れ
る
よ
う
な
「
右
」

か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
ご
一
月
四
日
、
当
時
一
三

歳
の
彼
は
、
全
国
学
校
会
議
に
お
い
て
教
育
関
係
者
を
ま
え
に
次
の
こ
と
を

指
弾
し
た
。
す
な
わ
ち
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
若
き
ギ
リ
シ
ア
人
・
ロ
ー
マ
人
を

育
成
し
、
ド
イ
ツ
人
を
育
て
て
い
な
い
、
と
。
彼
の
発
言
の
底
意
に
は
、
工

業
化
の
進
展
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
の
世
界
的
地
位
に
見
合
っ
た
教
育
体
制
を
、

と
い
う
要
求
が
あ
っ
た
。
同
様
の
見
地
に
は
植
民
協
会
の
よ
う
な
膨
張
主
義

的
団
体
や
陸
海
軍
軍
部
も
立
っ
て
い
た
。
前
者
は
ド
イ
ツ
の
海
外
進
出
と
対

外
貿
易
に
お
い
て
英
語
の
重
要
性
か
ら
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
地
位
向
上
を

主
張
し
た
。
後
者
は
近
代
的
軍
事
技
術
の
発
展
に
見
合
っ
て
、
自
然
科
学
や

現
代
語
の
重
視
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
主
張
は
、
ギ
ム
ナ
ジ

ウ
添
の
た
ん
な
る
近
代
化
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
進
展
に
呼
悠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
「
近
代
化
」
を
め
ざ
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
批
判
の
も
う
一
つ
の
流
れ
は
、
実
科
系
中
等
学
校
関
係
者

や
技
師
層
の
動
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
社
会
的
地
位
の
上
昇
の
要
求
に
裏
打
ち

さ
れ
、
な
に
よ
り
も
自
分
た
ち
の
勤
務
先
や
出
身
校
が
大
学
進
学
権
を
あ
た

え
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
の
同
権
化
を
求
め
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
工
業
家
や
時
代
へ
の
対
応
を
認
識
し
て
い
た
教
養
市
民
層
の

一
部
も
同
調
し
た
。
こ
う
し
た
動
向
を
示
す
典
型
的
事
例
は
、
一
八
八
八
年

一
〇
月
一
一
日
、
プ
ロ
イ
セ
ン
文
相
G
・
V
・
ゴ
ス
ラ
ー
に
提
出
さ
れ
た
大

衆
請
願
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
テ
ー
ク
リ
ッ
へ
・
ル
ン
ト
シ
ャ
ウ
』
の
編
集
者

フ
リ
ー
ギ
リ
ヒ
・
ラ
ソ
ゲ
ら
を
中
心
に
、
ド
イ
ツ
技
師
協
会
の
財
政
的
援
助

の
も
と
に
行
わ
れ
、
徹
底
的
な
学
校
改
革
の
実
施
に
む
け
て
適
切
な
方
策
を

講
じ
う
る
よ
う
請
願
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
二
万
二
二
〇
三
名
の
署
名
が
集

め
ら
れ
、
そ
の
な
か
に
は
二
五
都
市
の
市
長
・
市
参
事
会
メ
ン
バ
ー
、
一
〇

名
の
商
業
会
議
所
代
表
を
は
じ
め
、
著
名
人
と
し
て
は
画
家
ア
ン
ト
ン
・
v

・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
、
作
家
で
芸
術
教
育
の
推
進
者
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ア
ヴ

ェ
ナ
ー
リ
ウ
ス
、
重
工
業
の
大
立
物
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ク
ル
ッ
プ
、
工
業
家

中
央
連
合
の
事
務
局
長
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ボ
イ
マ
ー
な
ど
の
名
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
れ
ら
署
名
者
の
社
会
的
出
自
を
示
せ
ば
第
1
0
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
表

か
ら
、
ま
ず
う
か
が
え
る
こ
と
は
、
署
名
活
動
は
下
層
民
衆
の
間
で
は
行
わ

れ
ず
、
子
弟
を
中
等
学
校
に
進
学
さ
せ
う
る
階
層
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
商
人
を
筆
頭
に
工
場
主
、
技
師
、
実
科
系
学
校
の
教
師

第10表　学校改革大衆請願者の社会的出自（1888年）

231

445

　692

2，050

4，069

　643

　422

　525

898

1，118

　318

轡店主
生　徒

罪土地所有者

工揚凝
霜　　人
市　　長
利子生活者

年金生活者

国家宮吏（法律）

国家宮吏（技術）

地方自治体官吏

聖職者
大学教授
工科系教授

ギムナジウム敦師

実科系学校教師

林　務官
将　　　校

762

697

230

289

　299

242

291

2，002

　189

348

自営業者

中級国家官吏

下級国家官吏

22，203総計

1，473

　477

　433

2，443

　328

者
士
士
師
家

　
剤
護
　
　
築

医
薬
弁
技
建

が
ず
ば
抜
け
て
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
擁
護
の
大
衆
請
願
も
行
わ
れ
た
。

一
入
八

九
年
「
月
二
八
日
に
文
相
ゴ
ス
ラ
ー
に
提
出
さ
れ
た
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
宣

回
し
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
校
長
グ

ス
タ
フ
・
ウ
ー
リ
ヒ
の
支
援
の
も
と
に
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
教
授
グ

ル
ー
プ
が
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
基
本
的
に
健
全
で
あ

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
全
署
名
者
数
は
四
二
四
一
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

大
学
教
授
約
五
〇
〇
名
（
全
ド
イ
ツ
の
大
学
教
授
数
の
約
三
分
の
一
）
が
署
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遺
し
、
哲
学
者
で
は
W
・
デ
ィ
ル
タ
イ
、
W
・
ヴ
ィ
ソ
デ
ル
バ
ン
ト
、
E
・

　
　
ツ
ェ
ラ
ー
、
歴
史
家
で
は
H
・
v
・
ジ
ー
ベ
ル
、
H
・
オ
ソ
ケ
ン
、
H
・
v

　
　
・
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
、
法
学
者
R
・
V
・
グ
ナ
イ
ス
ト
、
経
済
学
者
A
・
ヴ
ァ

　
　
ー
グ
ナ
ー
、
心
理
学
者
W
・
ヴ
ソ
ト
、
作
家
で
は
G
・
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
、
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
・
ラ
ー
ベ
、
P
・
ハ
イ
ゼ
な
ど
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
こ
う
し
た
対
抗
関
係
の
典
型
例
は
一
九
〇
〇
年
に
も
み
ら
れ
た
。
五
月
五

　
　
日
、
学
校
改
革
連
盟
（
前
出
の
ラ
ソ
ゲ
ら
が
中
心
）
、
非
ラ
テ
ン
語
系
中
等

　
　
学
校
連
盟
、
ド
イ
ツ
技
師
協
会
な
ど
が
共
同
声
明
を
発
し
、
三
系
列
中
等
学

　
　
校
の
同
権
化
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
は
ま
た
た
く
間
に
一
万
三
事
業
〇
の
署

甑
名
が
集
・
・
鬼
・
れ
・
対
し
て
六
・
賀
・
ル
・
の
ギ
・
ナ
ジ
ウ
・
校

層
　
長
で
国
昆
自
由
派
0
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
ら
が
中
心
に
な
っ
て
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

韻
の
人
文
主
藷
警
の
擁
護
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
（
ブ
ラ
ウ
ン
シ
・
ヴ
・
イ

養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

教
　
ク
宣
言
）
。
こ
れ
に
は
一
万
五
〇
〇
〇
を
こ
え
る
署
名
が
集
っ
た
。

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ

弘
、
以
上
の
よ
う
な
対
抗
関
係
は
、
中
等
学
校
の
制
度
的
改
革
を
め
ぐ
・
て
の

”
　
対
立
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
批
判
的
流
れ
が
あ
っ
た
。

ム
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

ギ
　
そ
れ
は
脱
制
度
的
批
判
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
動
向
に
つ
い
て

る繍
は
、
い
ず
れ
機
会
を
改
め
て
立
・
っ
入
．
Q
、
」
と
に
し
、
、
」
．
」
で
は
“
」
喬
単
に

駐
触
れ
て
ぞ
」
う
。
そ
の
；
は
東
洋
学
者
．
皆
q
語
学
者
p
・
ド
・
ラ
ガ
ル
ド

轍
や
J
ニ
フ
ン
グ
ベ
↓
な
ど
の
学
校
批
判
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
た
・
と
を

紀世
　
　
ラ
ソ
グ
ベ
ー
ン
の
『
教
育
家
と
し
て
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
』
（
一
八
九
〇
）
は
、

大
き
い
反
響
を
呼
ん
だ
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
の
知
的
世
界
に
お
け
る
過
度
の
専

門
化
・
合
理
主
義
化
の
弊
害
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
教
育

を
提
唱
し
た
。
た
だ
し
外
来
的
文
化
を
排
し
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
を
強
調
し

た
と
い
っ
て
も
、
彼
に
あ
っ
て
は
、
再
生
へ
の
キ
イ
・
ポ
イ
ン
ト
は
ド
イ
ツ

の
歴
史
と
文
学
で
は
な
く
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
啓
示
さ
れ
た
ド
イ
ツ

芸
術
に
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
ギ
ム
ジ
ナ
ウ
ム
に
お
け
る
知
性
偏
重
へ

の
批
判
が
あ
る
。
よ
り
広
く
い
え
ば
芸
術
教
育
の
な
か
に
、
近
代
生
活
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

け
る
不
快
と
疎
外
か
ら
の
救
済
手
段
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
芸
術
教
育
運
動
へ
の
類
似
の
触
発
は
、
一
八
九
八
年
ヘ
ル
マ
ン
・

リ
ー
ツ
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
た
「
田
園
教
育
舎
」
（
ピ
碧
α
o
旨
δ
財
ロ
コ
α
q
。
。
－

冨
ぎ
）
の
運
動
で
あ
っ
た
。
り
ー
ツ
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
大
都
市
へ
の
嫌

悪
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ボ
ッ
ツ
ホ
ー
ム
校
に
お
け
る
新
教
育
運
動
の

強
い
影
響
か
ら
出
発
し
、
腐
敗
せ
る
都
帯
か
ら
離
れ
た
田
園
地
域
に
「
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

教
育
」
の
た
め
の
学
校
を
イ
ル
ゼ
ン
ブ
ル
ク
に
開
校
し
た
。
最
後
に
も
う
「

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

っ
の
脱
制
度
改
革
の
運
動
と
し
て
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が
あ
る
。
こ
の
初

期
青
年
運
動
に
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
学
校
教
育
が
提
供
し
え
な
い
、
山
野
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

お
け
る
自
巴
教
育
へ
の
希
求
が
流
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
し
か
し
発
生
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
れ
ら
脱
制
度
的
改
革
の
三
つ
の
流
れ
は
、

知
的
深
層
に
お
け
る
底
深
い
変
化
を
胎
動
さ
せ
つ
つ
も
、
世
紀
転
換
期
に
は

政
治
・
・
社
会
の
前
面
に
は
制
度
改
革
問
題
が
表
出
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、

121 （809）
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制
度
改
革
は
ど
の
よ
う
な
方
向
を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も

的
改
革
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
育
内
容
の
改
革
、
．
す
な
わ
ち
古
典
語

の
比
重
を
大
巾
に
軽
減
し
、
実
学
教
育
の
比
重
を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ

あ
っ
た
。
そ
し
て
三
系
列
の
中
等
学
校
の
教
育
内
容
を
同
質
化
し
、
制

に
一
本
化
の
方
向
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ギ
ム

ウ
ム
の
伝
統
的
性
格
の
解
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
国
家
・
社
会

化
秩
序
の
動
揺
を
も
も
た
ら
し
か
ね
な
か
っ
た
。
だ
が
、
さ
り
と
て
ギ

ジ
ウ
ム
の
独
占
的
特
権
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
時
代
的
状
況
が

な
い
し
、
社
会
的
分
裂
を
も
ま
ね
き
か
ね
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
ギ
ム

ウ
ム
の
伝
統
的
性
格
を
堅
持
し
つ
つ
、
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
高
等
実

校
に
も
大
学
進
学
権
を
認
め
る
、
と
い
う
打
開
策
が
登
場
し
て
き
た
の

る
。
．
こ
れ
が
一
九
〇
〇
年
の
全
国
学
校
会
議
の
結
論
で
あ
り
、
そ
れ
を

た
一
九
〇
一
年
の
新
教
育
課
程
の
決
定
で
あ
っ
た
。

の
よ
う
に
し
て
実
現
し
た
三
系
列
中
等
学
校
の
同
格
化
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

と
っ
て
は
、
伝
統
的
な
社
会
的
文
化
的
秩
序
の
根
本
的
転
換
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
カ

な
飲
代
状
況
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
の
ち
に
検
討
す
る
こ
と
に
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し
て
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
同
格
化
へ
の
対
応
が
、
ア
ビ

ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
社
会
構
成
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

見
き
わ
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
第
1
1
表
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
目

に
つ
く
こ
と
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
高
等
実
科
学
校
と
が
好
対
象
を
な
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
中
間
層
に
つ
い
て
は
前
者
が
五
〇
％
強
に
対
し
て
、
後
患

は
二
〇
世
紀
に
は
七
〇
％
前
後
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
比
し
て
教
養
市
民

第12表　学校類型別アビトウーア取得者（プロイセン，％）

ギムナジウム
実科ギムナジウム

高等実科学校 総数

1904／G5

P907／08

P910／11

P913／14

84．8

W0．0

V2．8

U8．1

9．7

P3．0

P6．3

Q1．7

5．5

V．0

P0．9

P0．2

4，615

T，333

U，090

T，180

層
の
場
合
、
前
者
が
二
〇
％
台
を
維
持
し
つ

づ
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
老
は
一
桁
台

に
と
ど
ま
り
、
下
層
の
比
率
を
下
ま
わ
り
さ

え
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前
者
が
古
典
語

を
中
軸
に
し
、
後
者
が
古
典
語
を
ま
っ
た
く

欠
く
実
学
中
心
で
あ
る
、
と
い
う
両
類
型
の

基
本
的
性
格
の
相
違
を
反
映
し
た
も
の
と
い

え
よ
う
。
こ
う
し
た
社
会
構
成
上
の
特
徴
は
、

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
の

間
に
も
ほ
ぼ
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
〇
一
年
の
三
系
列
中
等
学
校
の
同
格

化
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
は
異
質
な
社
会
構

成
を
も
つ
他
の
二
系
列
中
等
学
校
の
ア
ビ
ト

ゥ
ー
ア
取
得
者
に
も
教
養
甫
重
層
の
登
龍
門

の
開
放
を
制
度
的
に
保
障
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
影
響
度
を
過
大
に
評
価
し

て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
ベ
ル
リ
ン
の
場
合
（
第
1
1
蓑
）
、
全
ア

ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
な
か
で
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
以
外
の
出
身
者
が
占
め
る
比

率
は
、
二
〇
～
三
〇
％
程
度
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
全
プ
ロ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

セ
ソ
に
つ
い
て
見
て
も
（
第
1
2
表
）
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
を
独
占
し
て
い

た
一
八
七
〇
年
ま
で
と
比
較
す
れ
ば
、
大
戦
直
前
に
は
三
〇
％
を
こ
え
る
非

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
出
身
の
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
変
貌
は
明
白
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
変
貌
は
、
教
養
市
民
層
の
社
会
構
成
に
ど
の
よ

う
に
影
響
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
呪
い
に
答
え
る
た
め
に
、
ア
ビ

ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
進
路
選
択
を
検
討
し
て
み
た
い
。

①
　
密
尻
ヨ
露
斜
愚
’
ミ
‘
ω
．
嵩
㎝
．
よ
り
作
成
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
い
う
公
称
に

　
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
一
八
一
二
年
か
ら
で
あ
り
、

　
三
四
年
に
大
学
独
自
の
入
試
が
廃
止
さ
れ
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
ア
ビ
ト
ゥ

　
！
ア
を
取
得
す
る
こ
と
が
大
学
へ
の
唯
一
の
道
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
。

②
鼠
巳
ぢ
ぴ
。
》
ミ
凸
”
ω
．
鴇
卜
3
ゑ
．
よ
り
作
成
。

③
ω
。
げ
α
コ
。
ヨ
㊤
コ
p
。
》
ミ
‘
ω
．
嵩
。
。
よ
り
作
成
。

④
　
一
八
八
七
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
は
、
大
学
生
の
約
八
五
％
が
ギ
ム
ナ
ジ

　
ウ
ム
出
身
者
で
あ
り
、
八
％
だ
け
が
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
出
身
者
で
、
ほ
ぼ
同

　
じ
程
度
の
比
率
で
な
ん
ら
の
中
等
学
校
卒
業
証
書
も
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
。
ギ

　
ム
ナ
ジ
ウ
ム
出
身
者
は
哲
学
部
で
は
約
半
数
を
占
め
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
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が
、
そ
の
他
の
専
門
職
業
的
諸
学
部
を
独
占
し
て
い
た
。
（
菊
貯
α
q
Φ
び
司
・
涛
・
・
鎖
㍗

　
翫
§
嘩
ミ
ミ
恥
息
ミ
ご
§
乱
9
題
§
簿
ミ
W
§
b
馬
ミ
恥
鳥
ミ
§
ミ
髭
8
農
ま
9
一
三

　
9
象
ミ
噺
ミ
馬
画
ミ
ミ
O
器
ミ
、
恥
き
ミ
〆
①
お
聰
鵠
．
ω
‘
お
。
。
O
）

⑤
　
一
八
九
〇
年
の
学
校
会
議
に
つ
い
て
は
。
隔
・
と
σ
冴
簿
9
。
》
ミ
・
・
勺
℃
・
b
。
O
。
。
一

　
N
禽
．
学
校
間
題
に
関
す
る
軍
部
の
見
解
に
つ
い
て
は
o
h
・
竃
器
。
話
下
司
ε
ダ
竃
‘

　
諸
韓
銭
『
口
＆
ω
0
7
巳
①
言
α
o
肘
芝
嵩
9
一
旨
言
一
ω
魯
窪
N
o
一
戸
H
三
」
§
ミ
翫
騰
価
－

　
忠
ミ
罫
ミ
職
ぎ
」
§
§
き
“
礎
§
同
＼
お
圃
。
。
■

⑥
冒
話
湧
。
貫
囚
。
出
こ
9
畿
§
“
§
」
ω
g
ミ
8
ミ
ミ
㌧
o
ミ
“
詩
砺
冒
冒
膏
ミ
帖
ミ

　
O
ミ
ミ
§
§
勺
誉
8
8
ロ
一
り
Q
。
ド
や
一
〇
㎝
・

⑦
≧
σ
貯
雲
鈍
§
．
ミ
こ
や
一
①
N
’
こ
れ
ら
の
大
衆
請
願
に
先
立
っ
て
教
養
市
民

　
暦
に
対
し
て
衝
撃
を
あ
た
え
た
の
は
F
・
パ
ウ
ル
ゼ
ン
『
ド
イ
ツ
の
学
校
お
よ
び

　
大
学
に
お
け
る
教
養
教
育
の
歴
史
』
（
一
八
八
五
年
置
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
物
を

　
め
ぐ
る
知
的
世
界
の
反
応
に
つ
い
て
は
o
h
切
蘇
け
ヨ
0
5
司
‘
U
窪
躍
一
の
ε
『
碁
鍔

　
凋
抵
巴
瓢
9
勺
9
巳
。
α
魯
β
＆
ω
①
一
器
穴
ユ
け
涛
醇
℃
H
三
N
ミ
恥
も
ミ
ミ
濤
曵
勺
翫
翫
皐

　
偽
£
き
り
（
一
8
ω
）
匂
ω
顧
崔
◎
。
や

⑧
と
三
ω
g
9
愚
・
ミ
‘
℃
や
ト
。
唱
I
b
。
お
・

⑨
。
h
．
ω
仲
①
簑
噂
凋
こ
§
恥
、
。
ミ
讐
恥
ミ
ら
ミ
ミ
§
馬
b
“
落
ミ
き
し
d
①
エ
【
9
超
＼
い
8

　
》
昌
σ
q
o
一
〇
μ
ち
①
ど
℃
餌
答
H
H

⑩
呂
8
ω
。
b
P
§
鴨
O
蕊
駐
駄
O
ミ
ミ
§
ミ
§
逃
“
§
馬
N
ミ
馬
N
§
黛
§
馬
O
ミ
ー

　
触
二
二
ミ
馬
§
帖
ミ
涛
ミ
S
旧
臣
。
≦
く
。
鐸
弘
㊤
象
■
娼
や
δ
？
ミ
O
．

⑪
。
h
■
図
8
雪
9
ω
。
堂
声
ω
こ
b
軌
恥
§
ミ
蔓
罵
三
門
§
§
馬
窪
馬
恥
§
爲
き
き
§
軸

　
憾
ミ
魂
薦
傍
鼻
§
、
ミ
§
§
§
ミ
§
幕
§
嘩
菊
「
雪
ξ
霞
け
p
罫
お
鐸
ω
・

　
ω
P
①
ω
・
上
山
安
敏
『
世
紀
末
ド
イ
ツ
の
若
者
』
、
三
省
堂
、
一
九
八
七
年
置
四
三

　
i
七
九
ペ
ー
ジ
。

⑫
鼠
巳
鐸
層
愚
昌
ミ
。
、
o
。
’
詔
卜
。
h
・
よ
り
作
成
。

⑬
口
。
巴
書
餌
暑
（
年
ω
σ
q
’
ソ
§
』
蝋
燃
‘
。
。
．
ω
⑦
鋒

⑭
　
三
系
列
の
中
等
学
校
生
徒
数
の
増
大
を
示
せ
ば
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
実
科
ギ

（90）プロイセン中等学校生徒数

1911190118911882

103，702
（53．9）

92，465
（69．2）

74，126
（71．9）

78，126
（71．7）ギムナジウム

48，160
（25．0）

24，012
（18．0）

25．017
（24．3）

26，725
（24．5）実科ギムナジウム

40，664
（21．1）

17，202
（12．8）

3，970
（3．8）

4，120
（3．8）高等実科学校

192，526
（100）

133，679
（100）

103，113
（loe）

108，971
（100）

総実数（人）

ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
高
等
実
科
学
校

に
お
け
る
生
徒
数
の
増
大
は
世

紀
転
換
期
に
は
め
ざ
ま
し
い
も

の
で
あ
り
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は

相
対
的
比
率
に
お
け
る
優
位
を

保
ち
つ
つ
も
、
そ
の
比
重
の
低

下
は
お
お
い
が
た
い
。

三
　
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
進
路
選
択

　
前
節
で
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
社
会
構
成
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
次

に
こ
の
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
進
路
選
択
を
追
い
、
教
養
市
民
層
の
社
会

構
成
を
解
明
す
る
基
礎
作
業
と
し
よ
う
。

　
さ
き
に
三
系
列
の
中
等
学
校
の
同
格
化
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
ま

ず
三
系
列
ご
と
の
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
進
路
選
択
の
状
況
を
見
て
み
よ

う
。
こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
F
・
K
・
リ
ン
ガ
ー
が
示
し
て
い
る
第
1
3 124　（812）



世紀転換期におけるギムナジウムと教養市民層（望田）

第13表 プロイセン・アビトゥーア取得者の社会構成と希望
耳哉種　（1875－1899）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

職　業

・蕎雛重

2中等・大学教師

3聖職者・神学者

4医　　　者

5将　　　校

6中・下級官吏

7民衆学校教師

8技　　　師

9大±地所有者

10農　　　民

11工　業　家

12商人・宿屋主人

13零細農営業者

14そ　の　他

ギムナジウム
実科
ギムナジウム

高等実科学校 計

SH　KP SH　KP SH旧くP
IsHKp

325

10

Q2

Q0

V
5
一
7
2
　
4
　
一
皿

　
　
　
　
　
　
一
　
一

5
7
4
3
2
7
4
2
1
5
0
7
8

　
　
　
1
　
　
　
　
　
工
　
　2

g
，
：

；z

，g　，g

偏
g］，

，g／　，，

ig　：

3　11

il
iZ　iZ

gg，

1］2

S］ii

ig　一5

025

12

P9

P8

V
7
【
1
1
　
3
　
4
　
【
一

　
　
　
　
　
　
　
｝
－
　
一

4
6
4
3
3
6
5
2
0
6
1
8
7

　
　
　
　
1
　
　
　
　
工
　
　
2

SH：社会的出自（父親の職業）　　KP：希望職種
アビトゥーア取得者の総数85，0GO人

①表
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
七
五
－
九
九
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
ア
ビ
ト

ゥ
ー
ア
取
得
者
八
万
五
〇
〇
〇
人
の
社
会
構
成
と
希
望
職
種
に
つ
い
て
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
以
下
の
諸
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
①
知
的
専
門
職
業
・
教
養
市
民
（
1
・
2
・
3
・
4
・
5
の
合
算
）
へ
の

第1嬢　ベルリン。アビトゥーア取得者の進路 （90）

年次 1882　／　86 1887　／　91 1892　／　96 1897　／　1901 19e2　／　06

学
自
学
学
学
工
他
職

　　

@
二
四
海

法
神
医
文
自
経
学
就

Gy　Rg　ORS

96．8　3．2

87．4　12．6

95．5　4．2

8工．2　18．3

69．9　26．0

52，5　41．6

57．1　42．6

e
．

o
．

O．3

0．5

4．1

5．9

1．0

Gy　Rg　ORS

95．8　4．2

9Ll　8．9

96．4　3．3

76．4　21．6

66．1　33．1

5L3　41．9

58．8　39．1

　
　
0
0
0
8
　
8
　
ワ
臼

0
0
0
9
日
9
劃
　
ρ
0
　
2

Gy　Rg　ORS　I　Gy　Rg　ORS

97．0　2．8

93．2　6．8

94．1　5．6

79．4　16．1

61．2　27．3

44．3　37．4

53．4　31．5

O．2

0
．

O．3

4．6

1L6

18．4

15．1

86．5　10．9

97．5　2．5

87．5　12．2

69．4　18．5

49．6　30．9

56．8　28．9

57．8　33．3

2．5

0
．

O．3

12．1

19．5

14．3

8．8

Gy　Rg　ORS

81．7　13．9

92．4　7．6

79．7　17．3

66．7　23．9

55．2　31．7

58ユ　 31．9

51．2　29．2

4．3

0
．

3．0

9．4

13．2

10．0

19．6

計
17s．6　20．1　1．217s．s　22．4　2．l173．6　ls．6　7．s170．7　20．s　s．616s．o　22．g　g．1

校
数1・4 7　211s 7 2116　7 2116　7 21i6 8 2

人 数ト・582・6451…83972sl・・7325134gl・…8458・9・［・・…55823G

Gy：ギムナジウム，　Rg：実科ギムナジウム，　ORS：高等実科学校
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道
を
七
六
％
1
1
約
六
万
五
〇
〇
〇
名
弱
が
希
望
し
、
全
体
と
し
て
教
養

　
　
市
民
志
向
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

　
②
し
か
し
、
こ
の
志
向
性
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
著
し
く
、
他
の
二

　
　
系
列
中
等
学
校
の
場
合
は
は
る
か
に
低
率
で
あ
り
、
む
し
ろ
実
科
ギ
ム

　
　
ナ
ジ
ウ
ム
の
場
合
に
は
五
九
％
が
、
高
等
実
科
学
校
の
場
合
に
は
八
○

　
　
％
が
、
中
下
級
官
吏
・
技
師
・
商
工
業
者
と
い
う
非
教
養
市
民
コ
ー
ス

　
　
を
希
望
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
リ
ン
ガ
ー
が
提
示
し
て
い
る
の
は
、
一
八
九
九
年
ま
で

で
一
九
〇
一
年
の
三
系
列
中
等
学
校
の
同
格
化
（
総
合
大
学
の
全
学
部
の
開

放
）
の
影
響
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ベ
ル
リ
ン
の
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
進
路
選
択
に
関
す
る
調
査
（
第
1
4
衷
）

を
見
よ
う
。
こ
れ
は
進
路
別
に
三
系
列
の
相
対
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
以
下
の
こ
と
が
わ
か
る
。

　
①
三
系
列
の
同
格
化
（
一
九
〇
一
年
）
以
後
、
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
高

　
　
等
実
科
学
校
の
進
出
が
、
全
体
と
し
て
目
立
っ
て
い
る
σ
こ
と
に
文
献

　
　
学
と
自
然
科
学
の
分
野
で
著
し
く
、
自
然
科
学
で
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と

　
　
拮
抗
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　
②
し
か
し
教
養
布
民
層
の
基
幹
部
分
を
供
給
す
る
法
学
・
神
学
・
医
学
で

　
　
は
、
法
学
・
匿
学
で
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
比
率
低
下
は
あ
る
程
度
は
認
め

　
　
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ぜ
ん
と
し
て
こ
の
三
分
野
で
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の

第15衷　プPtイセソ・アビトゥーア取得者の進路選択（1912／13）

総数

1，工91

1，143

1，557

　985

　590

高等実科
　　学校

　　1．4

　　8．1

　　9．1

　16．8

　31．0

実科ギムナ・

　　　ジウムギムナジウム

5．9

17．6

23．7

3LO

27．6

92．7（90）

74．3

67．2

52．2

41．4

神　　　学

法　　　学

医　　　学

文献学・．�j学
数学・自然科学

第16表　プロイセン大学生の学部YJ　lj階層分布（1911／12）
（90）

計量学部医学部法学部

2e．9

18．5

28．1

30．2

1．6

0．6

15．2

16．5

28．7

37．1

L8
0．6

26．6

20．7

29．8

21．4

0．6

0．8

29．2

24．8

25．7

19．3

0．5

0．4

Ka
神学部

3．1

工3．8

44．2

26．7

10．6

1．5

Ev
神学部

37．5

7．8

15．9

37．4

0．5

0．8

層
層
層
層
層
他

養
輔
醐
・

教
有
旧
新
漬
そ

数1 pmte7　g3g　1　s，44g　1　3，s70　1　i2，6s3　1　24，2is
人

　
決
定
的
優
位
は
、
ゆ
ら
い
で
は
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

③
以
上
の
こ
と
か
ら
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
高
等
実
科
学
校
の
ア
ビ
ト
ゥ

　
ー
ア
取
得
者
は
、
学
部
で
い
え
ば
哲
学
部
（
経
済
学
・
工
学
な
ど
の
分

　
野
で
は
三
系
列
の
同
格
化
以
前
か
ら
）
に
重
点
的
に
進
出
し
、
職
種
で

　
い
え
ば
古
典
語
・
現
代
語
や
数
学
・
自
然
科
学
の
中
等
教
員
、
技
師
・

126　（814）
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技
術
者
・
技
術
官
吏
の
領
域
に
重
点
的
に
進
出
し
て
い
っ
た
と
推
察
さ

　
　
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
プ
ロ
イ
セ
ン
全
体
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
た
と
え
ば
一
九
一

二
～
＝
二
年
の
時
点
で
は
第
1
5
表
に
よ
る
と
、
ベ
ル
リ
ン
の
場
合
と
ほ
ぼ
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

様
の
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
進
路
選
択
を
階
層
別
に
見
て
み
よ
う
。
こ

れ
は
大
学
生
に
お
け
る
学
部
別
階
層
分
布
を
通
じ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
④

第
1
6
表
は
一
九
一
一
～
＝
一
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
大
学
生
の
学
部
別

階
層
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
特
徴
的
な
諸
点
を
指
摘

す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①
福
音
派
神
学
部
で
は
教
養
層
と
新
中
間
層

が
、
②
カ
ト
リ
ッ
ク
派
神
学
部
で
は
中
間
層
と
り
わ
け
旧
中
間
層
が
、
③
哲

学
部
で
は
中
間
層
と
り
わ
け
新
中
間
層
が
、
目
立
っ
た
比
率
を
示
し
て
い
る
。

④
法
・
医
学
部
で
は
下
層
を
除
き
、
各
階
層
そ
れ
ぞ
れ
同
程
度
の
割
合
を
占

め
て
い
る
。
こ
こ
に
は
各
階
層
の
子
弟
が
、
そ
れ
ぞ
れ
教
養
市
民
の
い
か
な

る
分
野
に
上
昇
志
向
の
対
象
を
求
め
て
い
た
か
、
お
お
よ
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が

浮
ん
で
く
る
。
ま
た
若
き
教
養
帯
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
社
会
構

成
の
輪
郭
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
個
別
的
な
職
業
分
布
ま

で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
P
・
コ
ッ
ペ
ン
ヘ
ェ
フ
ァ
ー
が
、

一
八
五
〇
～
八
四
年
の
バ
ー
ゲ
ン
に
お
け
る
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
の
後
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
職
業
に
関
し
て
整
理
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
以
下
の
よ
う
な
諸
点
が

指
摘
で
き
る
。

　
①
福
音
派
聖
職
者
の
場
合
、
自
己
供
給
率
三
二
・
八
％
と
高
率
を
示
し
、

　
　
次
い
で
民
衆
学
校
教
師
の
子
弟
の
割
合
が
高
い
（
一
八
・
三
％
）
。

　
②
カ
ト
ヲ
ッ
ク
派
聖
職
者
の
場
合
、
農
民
（
三
五
・
六
％
）
と
手
工
業
者

　
　
．
小
自
営
業
者
（
一
…
＝
％
）
の
子
弟
が
高
率
を
示
し
て
い
る
。

　
③
法
律
家
の
場
合
、
法
律
家
（
一
四
・
一
％
）
と
手
工
業
者
・
小
自
営
業

　
　
老
（
一
三
・
六
％
）
の
子
弟
の
割
合
が
目
立
つ
。

　
④
医
者
の
場
合
、
医
者
（
一
四
・
七
％
）
と
手
工
業
老
・
小
自
営
業
者

　
　
（
一
六
・
二
％
）
の
子
弟
の
割
合
が
目
立
つ
。

　
⑤
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
教
師
の
場
合
、
罠
衆
学
校
教
師
、
手
工
業
者
・
小
自
営

　
　
業
販
、
農
民
の
子
弟
が
そ
れ
ぞ
れ
一
八
％
台
を
占
め
て
い
る
。

　
総
じ
て
中
核
的
教
養
市
民
層
（
福
音
派
聖
職
者
・
法
律
家
・
医
者
）
に
お

い
て
は
自
己
供
給
率
が
高
く
、
全
分
野
に
わ
た
っ
て
手
工
業
者
・
小
自
営
業

者
、
農
民
、
民
衆
学
校
教
師
の
子
弗
の
社
会
上
昇
志
向
が
目
立
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
中
．
下
層
↓
民
衆
学
校
教
師
↓
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
教
師
と
い
う
二
世

代
に
わ
た
る
社
会
上
昇
パ
タ
ー
ン
が
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
①
湾
貯
σ
q
o
さ
。
》
ミ
‘
ω
・
ミ
・
9
■
玉
茎
需
ご
≦
‘
q
ひ
ミ
ミ
q
切
ミ
一
号
寒
窺
ミ

　
　
職
ミ
』
ミ
馬
ミ
馬
§
蝋
§
℃
§
ミ
§
恥
§
職
§
智
ミ
§
嵩
圃
h
農
事
頴
男
巳
α
p
お
O
職
■

　
②
　
諸
離
＝
。
さ
愚
●
ミ
‘
9
器
全
α
ω
圃
．

　
⑧
口
。
罎
旨
雪
口
（
出
話
σ
q
．
y
。
賢
職
馬
‘
ω
。
。
。
①
α
頃
。
よ
り
作
成
。

　
④
冒
『
磐
。
。
。
貫
囚
・
駁
‘
写
⑦
ρ
器
コ
N
き
島
ω
貯
巳
再
応
■
N
薮
ω
。
N
一
捻
σ
q
8
。
三
。
悶
詳
。
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伽
豊
。
り
盆
9
馨
睾
一
ヨ
笹
葺
。
。
。
「
汽
鉱
。
戸
ω
」
愈
、
H
ヨ
し
司
三
一
ゴ
σ
q
曽
r
℃
■
（
譲
屋
σ
q
・
）
い

　
戴
ミ
ミ
磯
落
。
ミ
き
§
勺
慢
ミ
も
ミ
繋
ミ
N
ミ
§
防
重
縁
ミ
蒜
詩
書
。

⑤
　
図
。
℃
需
三
日
黛
0
5
愚
．
ミ
‘
q
D
．
b
。
謡
歯
δ
．

お
　
わ
、
り
　
に

　
以
上
は
「
世
紀
転
換
期
に
お
翻
る
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
と
教
養
帯
民
層
」
に
関

す
る
今
後
の
研
究
に
対
す
る
見
取
図
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
さ
ら
に
具
体
的
分

析
を
重
ね
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
と
り
あ
え
ず
以
下
の
指
摘

を
も
っ
て
「
ま
と
め
」
と
し
よ
う
。

　
①
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
論
じ
よ
う
と
も
、
そ
の
生
徒
数

　
　
が
帝
政
期
に
は
同
一
世
代
の
一
％
台
に
と
ど
ま
り
（
九
年
制
中
等
学
校

　
　
全
体
で
も
二
～
三
％
台
）
、
全
中
等
学
校
の
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得
者
も

　
　
同
一
世
代
の
一
％
前
後
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

　
　
ム
と
教
養
市
民
層
へ
の
道
は
、
あ
た
か
も
「
針
の
穴
」
の
よ
う
な
狭
い

　
　
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
と
も
に
、
近
現
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る

　
　
社
会
的
成
層
構
造
の
硬
化
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
②
し
か
し
、
こ
の
「
狭
い
範
囲
」
と
い
う
限
定
を
附
し
た
う
え
で
、
そ
こ

　
　
に
社
会
的
流
動
化
現
象
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
ギ
ム
ナ

　
　
ジ
ウ
ム
は
世
紀
転
換
期
に
は
、
ひ
た
ひ
た
と
押
し
寄
せ
る
時
代
潮
流
の

　
　
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
在
学
生
は
も
と
よ
り
、
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
取
得

　
者
に
お
い
て
さ
え
、
中
間
層
の
優
位
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
加
え
て
教

　
育
理
念
も
社
会
構
成
も
異
な
る
他
の
二
系
列
中
等
学
校
に
も
教
養
市
民

　
層
へ
の
道
が
開
か
れ
る
に
至
っ
た
。
い
ま
や
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
教
養
市

　
民
層
の
再
生
産
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
非
教
養
市
民
層
の
社
会
的
上

　
昇
ル
ー
ト
と
し
て
も
多
大
な
役
割
を
果
す
も
の
と
な
っ
た
。

③
だ
が
他
方
で
、
一
九
〇
一
年
の
三
系
列
申
等
学
校
の
同
格
化
以
後
も
、

　
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
育
理
念
と
教
育
内
容
は
微
動
だ
に
し
な
か
っ
た
。

　
む
し
ろ
三
系
列
の
同
格
化
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
伝
統
的
性
格
を
保
持

　
す
る
た
め
の
、
新
た
な
社
会
状
況
に
お
け
る
自
己
存
続
法
の
発
見
で
も

　
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
と
い
う
の
も
中
核
的
教
養
市
民
層
（
高
級

　
官
吏
・
聖
職
者
・
医
者
）
の
養
成
に
お
い
て
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
決
定

　
的
な
首
座
を
占
め
つ
づ
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
教
養
市

　
民
層
の
養
成
に
お
い
て
、
そ
の
中
核
部
分
で
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
育

　
理
念
1
1
入
文
的
教
養
主
義
と
い
う
文
化
理
念
が
貫
徹
さ
れ
つ
づ
け
た
こ

　
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
体
制
が
抜
本
的
に
変
革
さ
れ
る
の
は
、

　
一
九
七
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
近
現
代
ド
イ
ツ
に

　
お
い
て
、
中
間
層
の
社
会
上
昇
と
い
う
社
会
的
流
動
化
へ
の
傾
斜
と
と

　
も
に
、
そ
の
上
昇
志
向
が
伝
統
的
文
化
・
教
育
理
念
に
統
合
化
さ
れ
て

　
い
く
、
と
い
う
両
義
的
な
形
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
　
向
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